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工場数等、需要見込、出荷量は、原則協同組合員のみの数値。注１)2025年度需要見込み数値は2025年4月にご提出頂いたものです。　注２）北海道開発局の生コン単価を表示したものです。

企業数 工場数
稼働
工場

注)2025年度
需要見込

（千㎥)

同左前年
実績比
（％）

４～３月
　出荷量
実績（千㎥)

同左前年
実績比
（％）

表記
積算価格
該当地区

注2）
積算価格
（円/㎥）

協　　組
価格表
（円/㎥）

アウト工場 直近の主な工事
今後の出荷

見通し
集約化
の動向

特記事項

1 道南 17 42 12 563 99.1 568 143.2

函館

木古内
松前・江差

森・鹿部
八雲

28,000

28,300

26,300

30,100

30,800

32,100

㈱後藤コンクリート製作所 北海道新幹線 増加→ 集約化済

・函館支部エリア
　2024年11月1日販売価格改定　2023年1月1日冬期割増料金改定
　2025年4月1日積算改定 2023年4月1日冬期加算積算改定
・南北海道支部エリア
　2024年11月1日販売価格改定　2022年11月1日冬期割増料金改定
　2025年4月1日積算改定　2023年4月1日冬期加算積算改定
・北渡島支部エリア
　2024年11月1日販売価格改定　2022年11月1日冬期割増料金改定
　2024年7月1日積算改定　2023年1月1日冬期加算積算改定

2 札幌 20 30 22 850 96.7 879 92.8 札幌 20,000 24,000 野田工業、苗穂工業
新幹線車両基地、新幹線札樽トンネル、札幌駅前・大通地区の再開発工事、駒岡清掃工場
北海道新幹線札幌延伸関連工事

やや減少↑ 未検討
2025年4月1日販売価格改定
2023年7月1日積算改定　2023年1月1日冬期加算積算改定

3 小樽地区 7 8 5 144 84.3 171 142.0 小樽 25,500 28,500
北海道新幹線　後志トンネル（上北沢、落合、天神、塩谷工区）、朝里トンネル、
二ッ森トンネル（尾根内工区、明治）ほか、国道5号線関連工事、道道小樽環状線最上トンネル工事、
ネクスコ関連工事、ホテル新築工事、病院新築工事

前年並み↓ 集約化済
2025年4月1日販売価格改定　2023年11月1日冬期割増料金改定
2024年9月1日積算改定　2024年3月1日冬期加算積算改定

4 後志 9 9 6 130 92.0 138 98.0 倶知安 27,300 31,900 新幹線トンネル(比羅夫、有島、幌内)　高架橋（宮田、岩尾別、俱知安駅、琴平）、橋梁（南1線、岩尾別、ルベシベ川）
山田ホテルコンドミニアム計画、ニセコ町消防庁舎新築、ニセコ花園リゾートセル2ビラ建設工事

やや増加→ 未検討
2025年4月1日販売価格改定　2025年1月1日冬期割増料金改定
2024年7月1日積算改定　2023年4月1日冬期加算積算改定

5 岩宇 5 5 2 25 99.5 30 120.0 全エリア
（神恵内村除く）

27,700 32,700 佐藤工業・山田組JV一般国道5号共和町新稲穂トンネルL側共和工区工事 前年並み→ 集約化済
2025年4月1日販売価格改定　2023年1月1日冬期割増料金改定
2024年7月1日積算改定　2023年4月１日冬期加算積算改定

6 西胆振 7 8 4 15 114.6 13 59.6 全エリア 27,500 30,700 道道大岸礼文停車場線交付金（美の岬トンネル）工事
ミヤタ技研工業機械基礎新設工事

やや減少↑ 集約化済
2025年4月1日販売価格・冬期割増料金改定
2024年9月1日積算改定　2023年6月1日冬期加算積算改定

7 室蘭 6 6 4 30 128.6 23 67.0 全エリア 27,000 28,000 室蘭港、登別市役所新築工事
無印良品

減少→
2025年4月1日販売価格改定　2024年4月1日冬期割増料金改定
2024年8月1日積算改定　2023年10月1日冬期加算積算改定

8 苫小牧 13 18 7 95 82.6 115 99.6 全エリア
（白老除く）

26,000 31,000 ソフトバンクデータセンター、カネカカテーテル工場 減少↓ 検討中
2025年1月1日販売価格改定　2024年4月1日冬期割増料金改定
2024年8月１日積算改定　2023年1月1日冬期加算積算改定

9 日高 8 12 10 45 82.7 54 86.6 日高他 34,000 35,000 岩知志護床工事、セブ川砂防工事、新冠橋P3橋橋脚工事、新冠橋P4橋橋脚工事
門別競馬場きゅう舎建設工事

減少→ 未検討
2025年1月1日販売価格改定
2025年4月1日積算改定　2025年4月1日冬期加算積算改定

10 千歳地区 10 10 6 145 85.0 171 81.0 全エリア 21,000 25,000 東洋ｺﾝｸﾘｰﾄ㈱千歳工場
北海道大演習場（5）道路等整備工事、（仮称）上長都物流プロジェクト新築工事
ラピダス新工場ⅠⅠⅯ-1建設

やや減少→ 検討中
2025年2月1日販売価格改定
2023年6月1日積算・冬期加算積算改定

11 道央 6 6 5 60 138.0 43 106.0 岩見沢 27,000 30,000 ㈱ホッコン
㈱奈井江ｺﾝﾄﾞｳ生ｺﾝｸﾘｰﾄ

北村遊水地水門新設工事
岩見沢市新病院建設工事

やや増加↑ 未検討
2025年1月1日販売価格改定　2022年11月1日冬期割増料金改定
2025年4月1日積算改定　2023年6月1日冬期加算積算改定

12 空知 7 2 2 20 83.0 24 91.1 滝川他 26,000 29,000 ㈱奈井江ｺﾝﾄﾞｳ生ｺﾝｸﾘｰﾄ 砂川市義務教育学校建設工事 前年並み→ 集約化済
2025年1月1日販売価格改定
2024年8月1日積算改定

13 釧路 13 19 4 110 90.3 120 102.3 釧路 29,200 30,200 津波避難タワー建設工事（白糠町、釧路町）
（仮称）ジョイフルエーケー新築工事、（仮称）テックランドNew釧路店新築工事

やや減少↓ 検討中
2024年10月1日販売価格改定　2022年8月1日冬期割増料金改定
2025年4月1日積算改定　2022年12月15日冬期加算積算改定

14 北根室 8 8 5 40 86.0 46 117.0 中標津他
（羅臼除く）

30,500 31,500 東光建設工業㈱ 尾岱沼漁港水産流通基盤整備
明治乳業新工場

前年並み↓ 検討中
2024年10月1日販売価格改定　2022年10月1日冬期割増料金改定
2025年4月1日積算改定　2023年4月1日冬期加算積算改定

15 北見地方 7 13 10 68 85.7 79 94.1 北見 28,000 30,400 網走港南防波堤、農業試験場（訓子府）
北見分譲マンション、JA麦乾燥貯蔵施設、データセンター

減少→ 未検討
2024年9月1日販売価格改定　2024年4月1日冬期割増料金改定
2025年1月1日積算改定　2024年10月1日冬期加算積算改定

16 紋別地方 9 8 7 40 86.4 51 89.0 紋別 28,800 31,700 湧別町バイオガスプラント建設事業、沙留漁港水産流通基盤整備工事 減少↓
2025年4月1日販売価格改定　2023年8月1日冬期割増料金改定
2024年12月1日積算改定　2023年12月1日冬期加算積算改定

17 十勝地方 11 12 9 100 103.7 96 86.2 帯広 20,500 28,500 永井工業㈱
十勝川改修工事の内 戸蔦別川流木止め外工事、帯広浦幌線相生橋架換工事（補正・繰越）
障害者支援施設 光り園建設工事、十勝川温泉 豊洲亭玄関棟増築工事

減少→ 検討中
2024年12月1日販売価格改定
2023年8月1日積算改定、2024年10月1日冬期加算積算改定

18 南十勝 5 5 3 15 81.1 19 79.3 全エリア 25,450 29,950 帯広広尾自動車道、大型漁礁、十勝港第4ふ頭整備
農業関連施設（バイオ・牛舎・バンガローサイロ）、スペースポート（インターステラ関連）

減少→ 未検討
2025年4月1日販売価格改定　2023年10月1日冬期割増料金改定
2023年8月1日積算改定　2024年4月1日冬期加算積算改定

19 西十勝 3 3 3 39 86.4 45 85.2 全エリア 25,000 31,000 ペケレベツ川砂防工事、道道十勝橋架換工事、中の沢川治山工事、サホロ畜産化製プラント新築工事、
ダイマルファーム牛舎新築工事、屈足肉牛牧場牛舎新築工事、道東道広内川橋上部工

やや減少→ 集約化済
2025年2月1日販売価格改定　2024年4月1日冬期割増料金改定
2023年8月1日積算改定　2024年10月1日冬期加算積算改定

20 北東十勝 4 4 4 27 96.0 28 101.0 本別他 23,300 29,300 ㈲田中建材 本別浦幌線第五浦幌橋補修工事（補正・明許）外
㈱北海道フーズ前処理室改修

前年並み→ 未検討
2025年1月1日販売価格改定　2024年4月1日冬期割増料金改定
2023年8月1日積算改定　2024年10月1日冬期加算積算改定

21 旭川地方 11 8 7 85 95.0 89 104.0 旭川 25,000 26,000 自衛隊庁舎、旭川大学校舎新築、豊岡小学校解体工事
イリーゼ（サ高住）、ロジェ（MS）、田中石灰工業プラセンター

前年並み→ 実施中
2025年4月1日販売価格・冬期割増料金改定
2024年7月1日積算改定

22 富良野地区 6 7 4 40 124.2 32 108.9 富良野 24,000 26,000 東海生コン㈱ 減少↓ 実施中
2025年4月1日販売価格改定　2022年11月1日冬期割増料金改定
2023年4月1日積算改定　2024年7月1日冬期加算積算改定

23 上川北部 7 8 4 25 106.0 24 72.0 士別他 25,500 30,000 名寄（5）宿舎等新設等建築その他工事（1工区） 前年並み↑ 集約化済
2024年10月1日販売価格改定　2023年1月1日冬期割増料金改定
2025年4月1日積算改定　2023年4月1日冬期加算積算改定

24 上川中部 2 2 2 12 102.1 12 179.0 上川 34,300 34,300 三角点沢治山
上川発電所リプレース

前年並み↓ 未検討
2025年1月1日販売価格改定
2025年4月1日積算改定

25 留萌地方 6 9 5 36 104.4 34 100.6 留萌他 31,000 前年並み↑
2024年10月1日販売価格改定
2025年2月1日積算改定

26 南宗谷 4 4 4 17 94.0 20 110.2 枝幸 30,700 35,700 目梨泊漁港、徳志別漁港 減少→
2024年12月1日販売価格改定　2023年10月1日冬期割増料金改定
2024年10月1日積算改定　2024年4月1日冬期加算積算改定

27 宗谷 3 6 5 30 114.6 21 79.8 稚内 29,550 30,550 稚内地区 ホタテ工場建設工事 減少→ 集約化済
2024年9月1日販売価格改定
2025年2月1日積算改定　2023年1月1日冬期加算積算改定

合計 214 272 161 2,806 95.4% 2,942 102.0%

①実施中　　今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である ③未検討　　前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない

②検討中　　今年度または次年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である ④集約化済　集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない

各　地　区　状　況　報　告　の　概　要

協組名

（集約化の動向に
おける文言の定義）

テキストボックス
1



北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日

1

2 企業数 17社 工場数　 42工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 99.08%

6  　(前年同期比) 143.15%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース21－18－25)

旧戸井・恵山・ 木古内 森・鹿部

椴法華・南茅部 松前・江差 八雲

　積算　価格(円/㎥) ¥28,000 ¥31,000 ¥28,300 ¥28,800 ¥36,700 ¥26,300 ¥30,600

　組合価格表(円/㎥) ¥30,100 ¥36,100 ¥30,800 ¥31,300 ¥39,750 ¥32,100 ¥36,400

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

・

・

北海道新幹線

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

R8実施に向け単年度契約を検討する。

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

R8実施に向け価格表付帯事項を検討する。

4
アウト企業及び工場名
(協同組合未加入)

㈱後藤コンクリート製作所

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(2025年4月～2026年3月)
563,300㎥

2024年4月～2025年3月の協組出荷実績数量 568,500㎥

　地　 　区　 　名 函館

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 道南生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　12工場)

2025年4月16日

奥尻 長万部

市町村別エリア 渡島総合振興局及び檜山振興局管内

北檜山

テキストボックス
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月4日

1

2 企業数 20社 工場数　 30工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 96.7 ％

6  　(前年同期比) 92.8 ％

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 札幌

　積算　価格(円/㎥) 20,000

　組合価格表(円/㎥) 24,000

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 Ⓑ  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

・2025年4月1日より生コン販売価格値上 (20,000円/㎥ → 25,000円/㎥)

・2025年4月1日より完全週休二日制導入

・北海道新幹線工事の進捗遅れ、一般民需(再開発工事)の本格化期ズレ等により対前年比出荷量減少

Ⓒ未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

更なる集約化の検討は必要だが、現段階では具体的な集約事案は未検討。

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

 北海道新幹線札幌延伸関連工事

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

 札幌駅前・大通地区の再開発工事・駒岡清掃工場

4
アウト企業及び工場名
(協同組合未加入)

 野田工業

 苗穂工業

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(2025年４月～2026年３月)
850,000㎥

2024年４月～2025年3月の協組出荷実績数量 878,564㎥

 新幹線車両基地・新幹線札樽トンネル

市町村別エリア 　札幌市・石狩市・江別市・当別町・新篠津村・小樽市

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 札幌生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　22　工場)

テキストボックス
3



      北海道生コンクリート協同組合連合会

　　　   作成日

4 アウト企業及び工場名
　　（協同組合未加入）

　今年度における協組の需要見通し　(現時点での）

7

小　樽 余市・古平 積　丹

25,500 27,000 32,000

28,500 30,000 35,000

8

・国道５号線関連工事、道道小樽環状線最上トンネル工事、ネクスコ関連工事

9 　今後の需要動向  (今後2～3ヶ月先の状況を想定して前年度との比較において該当欄に○印をつけて下さい。)

10 　今後の集約化の動向（該当欄に○印をつけ、内容を記載してください。）

　文書の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

　(具体的内容）

　文書の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

（b)検討中

　(具体的内容）

　文書の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

　(具体的内容）

　(具体的内容）

11 　その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

    a.　減少　　　　b.　やや減少　　　　c.　前年並み　　　　d.　やや増加　　　　e.　増加

（a)実施中

（c)未検討

　文書の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

（d)集約化済

  直近の動向  (主要工事名を記載して下さい。)

官公需
・北海道新幹線　後志トンネル（上北沢、落合、天神、塩谷工区）、朝里トンネル、二ツ森トンネル（尾根内工区、明治）ほか

民   需 ・ホテル新築工事、病院新築工事

特   需

協組内エリア別生コン価格（標準ベース21-18-25）

地  　　 区　 　  名

    積 算　価格（円/㎥)

    組合価格表（円/㎥)

5 144,000.00㎥ (前年実績比)　84.30%
(2025年4月～2026年3月）

6 2024年4月～2025年3月の協組出荷実績数量 170,800.00㎥ (前年同期比)  141.97%

2 5

3 6

3.　 市町村別エリヤ 後志総合振興局管内（1市4町1村）

1 4

  地  区  状  況  報  告
R7.4.3

1.　 協 同 組 合 名 　　小樽地区生コンクリート協同組合

2. 　組　　合　　員　  企業数 　７ 社  工場数 　８工場 　（稼動工場数　　 5　 工場）　
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月8日

1

2 企業数 ５社 工場数　 ５工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 99.49%

6  　(前年同期比) 120.03%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 管内一円 神恵内村

　積算　価格(円/㎥) 27,700 30,200

　組合価格表(円/㎥) 32,700 35,200

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

市町村別エリア
岩内町、共和町、泊村、神恵内村

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 岩宇生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　２　工場)

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)
(2025年４月～2026年３月)

25,000㎥

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 30,161

佐藤工業・山田組JV一般国道5号共和町新稲穂トンネルL側共和工区工事

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月2日

1

2 企業数 １３社 工場数　 １８工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 82.6 ％

6  　(前年同期比) 99.6 ％

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名

　積算　価格(円/㎥)

　組合価格表(円/㎥)

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

令和7年1月1日より苫小牧地区２９，０００円/㎥、白老地区３１，０００円/㎥に価格改定打出し。

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

ソフトバンクデータセンター、カネカカテーテル工場

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)
(2025年４月～2026年３月)

95,000㎥

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 115,000㎥

苫小牧地区

26,000円/㎥

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 苫小牧生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　７　工場)

31,000円/㎥

白老地区

28,000円/㎥

31,000円/㎥

市町村別エリア 苫小牧市・むかわ町(穂別地区除く)・厚真町・安平町(追分地区除く)・白老町
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日

1

2 企業数 10社 工場数　 10工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 85%

6  　(前年同期比) 81%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 千歳市 恵庭市 北広島市 南幌町 長沼町 安平町の一部

　積算　価格(円/㎥) 21,000 21,000 21,000 21,000 21,000 21,000

　組合価格表(円/㎥) 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

市町村別エリア 千歳市・恵庭市・北広島市・長沼町・安平町の一部・南幌町

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 千歳地区生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　6　工場)

2025年4月10日

(仮称）上長都物流プロジェクト新築工事

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

東洋コンクリート㈱千歳工場

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(2025年４月～2026年３月) 145,000㎥

2024年４月～2025年3月の協組出荷実績数量 170,922㎥

北海道大演習場(5)道路等整備工事

・定例理事会開催　　2024年4月～2025年3月　12回

・運営委員会開催　　2024年4月～2025年3月  48回

・登録販売店会開催　2024年4月～2025年3月  12回

ラピダス新工場IIM-1建設

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 　　　2025年4月　4日

1

2 企業数 6社 工場数　 6工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 138.00%

6  　(前年同期比) 106.00%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名

　積算　価格(円/㎥)

　組合価格表(円/㎥)

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

市町村別エリア 岩見沢市･美唄市･三笠市･浦臼町･奈井江町･栗山町･由仁町･夕張

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 道央生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　5　　工場)

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

(株)ホッコン

(株)奈井江ｺﾝﾄﾞｳ生ｺﾝｸﾘｰﾄ

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(2025年４月～2026年３月)
60,000

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 43,453

北村遊水地水門新設工事

夕張栗山･由仁･月形･奈井江･浦臼

4月1日より積算　22,000円　→　27,000円に改定

岩見沢市新病院建設工事

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

(具体的理由)

活動区域が広く、各々必要な場所に位置している為

岩見沢･美唄･三笠

37,000

34,000

32,000

29,000

30,000

27,000
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日

1

2 企業数 ７社 工場数　 ２工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 83.0%

6  　(前年同期比) 91.1%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 深川 滝川 芦別 奥芦別 留久 暑寒別 沼田

　積算価格　(円/㎥) 26,000 26,000 28,000 29,000 28,000 28,000 28,000

　組合価格表(円/㎥) 29,000 29,000 31,000 32,000 31,000 31,000 31,000

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

　・令和7年1月1日より販売価格26,000円から29,000円に改定（21－18－25）

　・令和7年4月1日より工場の全土曜日の完全休業実施（土曜・日曜の完全週休二日制採用）

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

㈱奈井江コンドウ生コンクリート

市町村別エリア
深川市、滝川市、砂川市、赤平市、歌志内市、芦別市、新十津川町、上砂川町
雨竜町、北竜町、沼田町、妹背牛町、秩父別町

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 　空知生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　２工場)

令和7年4月1日

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(令和７年４月～令和８年３月)
２０,０００㎥

令和６年４月～令和７年３月の協組出荷実績数量 ２４,０９５㎥

砂川市義務教育学校建設工事
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月3日

1

2 企業数 13社 工場数　 19工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 90.34%

6  　(前年同期比) 102.29%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 釧路 厚岸・浜中 弟子屈 根室

　積算　価格(円/㎥) 29,200 30,900 31,700 31,950

　組合価格表(円/㎥) 30,200 32,100 32,400 33,150

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

市町村別エリア
・釧路地区（釧路市・釧路町・白糠町・鶴居村）・厚岸・浜中地区（厚岸町・浜中
町）・弟子屈地区（弟子屈町・標茶町）・根室地区（根室市）

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 釧路生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　　4工場)

（仮称）ジョイフルエーケー新築工事、（仮称）テックランドNew釧路店新築工事

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(2025年４月～2026年３月)
110,000㎥

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 120,427.85

津波避難タワー建設工事（白糠町・釧路町）

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

5月13日安全大会・運転手教育の実施

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月8日

1

2 企業数 7社 工場数　 13工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 85.70%

6  　(前年同期比) 94.10%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 ウトロ 斜里 網走 北見 置戸

　積算　価格(円/㎥) 31,750 29,550 28,950 28,000 31,000

　組合価格表(円/㎥) 33,650 31,150 30,550 30,400 31,850

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

市町村別エリア
北見市・網走市・斜里町・小清水町・清里町・佐呂間町・美幌町・津別町　　大空
町・訓子府町・置戸町

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 北見地方生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　10工場)

北見分譲マンション　JA麦乾燥貯蔵施設　データーセンター

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)
(2025年４月～2026年３月)

67,600

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 78,828

網走港南防波堤　農業試験場(訓子府)

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月8日

1

2 企業数 ９社 工場数　 ８工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 86.42%

6  　(前年同期比) 91.06%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 遠　軽 紋　別
滝　上
白　滝

興　部
雄　武

　積算　価格(円/㎥) 28,800 28,800 29,300 28,800

　組合価格表(円/㎥) 31,700 31,700 32,200 31,700

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)
(2025年４月～2026年３月)

40,000㎥

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 46,284㎥

遠軽町新庁舎建設工事

市町村別エリア 紋別市・遠軽町・湧別町・雄武町・興部町・西興部村・滝上町

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 紋別地方生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　　７工場)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月1日

1

2 企業数 5社 工場数　 5工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 81.06 ％

6  　(前年同期比) 79.3 ％

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 広尾地区 大樹地区 忠類地区

　積算　価格(円/㎥) 25,450 25,450 25,450

　組合価格表(円/㎥) 29,950 29,950 29,950

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

市町村別エリア 広尾郡広尾町・広尾郡大樹町・幕別町忠類地区

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 南十勝生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　　3工場)

農業関連工事（ﾊﾞｲｵ・牛舎・ﾊﾞﾝｶﾞｰｻｲﾛ）・ｽﾍﾟｰｽﾎﾟｰﾄ（ｲﾝﾀｰｽﾃﾗ関連）

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)
(2025年４月～2026年３月)

15,000ｍ3

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 18,503ｍ3

帯広広尾自動車道・大型魚礁・十勝港第4ふ頭整備

なし

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月3日

1

2 企業数 ３社 工場数　 ３工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 86.38 ％

6  　(前年同期比) 85.23 ％

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 清水 新得 鹿追

　積算　価格(円/㎥) 25,000 25,000 25,000

　組合価格表(円/㎥) 31,000 31,000 31,000

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

①生コンクリート販売価格改定　4,000円増（21-18-25N）2025年2月1日受注分より
②その他付帯条項等改定　　　　耐寒剤加算額、早強セメント割り増し分等改定
　　　　　　　　　　　　　　　時間外割り増し、休業日出荷割り増しを追加
　　　　　　　　　　　　　　　遠距離割り増し改定（15Km超を20ｋｍ超に改定）
③2025年4月1日より土曜日、日曜日の完全休業実施

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

道東道広内川橋上部工

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

サホロ畜産化製プラント新築工事、ダイマルファーム牛舎新築工事、屈足肉牛牧場牛舎新築工事

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(2025年４月～2026年３月)
39,000㎥

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 45,148㎥

ペケレベツ川砂防工事、道道十勝橋架換工事、中の沢川治山工事

市町村別エリア 　十勝総合振興局管内（清水町・新得町・鹿追町）

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 西十勝生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　３工場)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日

1

2 企業数 ４社 工場数　 ４工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 96.00%

6  　(前年同期比) 101.00%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 本別・足寄 浦幌・大津 陸別 上士幌

　積算　価格(円/㎥) 23,300 23,300 24,500 22,400

　組合価格表(円/㎥) 29,300 29,300 31,000 28,400

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

　c 未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

㈱北海道フーズ前処理室改修

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

㈲田中建材

今年度における協組の需要見通し(現時点での)
(2025年４月～2026年３月)

27,000

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 28,061

本別浦幌線第五浦幌橋補修工事（補正・明許）外

市町村別エリア 　本別町・足寄町・陸別町・上士幌町・浦幌町・豊頃町・大津

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 北東十勝生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　４　　工場)

2025年4月7日
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月1日

1

2 企業数 11社 工場数　 8工場

3

1 4

2 5

3 6

5  　(前年実績比) 95%

6  　(前年同期比) 104%

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 ｿﾞｰﾝ4旭川地区 ｿﾞｰﾝ4-1大雪山国立公園地区

　積算　価格(円/㎥) 25,000円 26,600円

　組合価格表(円/㎥) 26,000円 27,600円

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

生コン価格改定：2025年4月1日から27,500円/㎥(標準物)2,500円/㎥アップ

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)
2025年4月から、越智化成㈱・三共宇部生コン㈱・㈱ホッコンが共同操業を開始する。稼働工場三共宇部生コン㈱

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

イリーゼ(ｻ高住)、ロジェ(MS)、田中石灰工業ﾌﾟﾗｾﾝﾀｰ

4
アウト企業及び工場
名(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)

(2025年４月～2026年３月)
85,000㎥

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 89,077㎥

自衛隊庁舎、旭川大学校舎新築、豊岡小学校解体工事

市町村別エリア
旭川市、愛別町、比布町、当麻町、鷹栖町、東川町、東神楽町

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 旭川地方生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　7　工場)
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北海道生コンクリート協同組合連合会

作成日 2025年4月7日

1

2 企業数 6社 工場数　 9工場

3

1 4

2 5

3 6

5  (前年実績比) 104.4 ％

6  (前年同期比) 100.6 ％

7 　協組内エリア別の生コン価格(標準ベース２１－１８－２５)

　地　 　区　 　名 増毛 留萌・小平 達布
苫前・羽幌

初山別 霧立 遠別・天塩 正修

　積算　価格(円/㎥) 35,000 31,000 - 31,750 43,750 31,700 -

　組合価格表(円/㎥)

8 　直近の動向(主要工事名を記載してください)

官公需

民　需

特　需

9  今後の需要動向(今後２～３カ月先の状況を想定した前年度との比較において該当欄に○印をつけてください)

　a  　減少 b  　やや減少 c  　前年並み d  　やや増加 e  　増加

10 今後の集約化の動向(該当欄に○印をつけ、内容を記載してください)

11 その他の報告事項(出荷・市況に関する特記事項、組合活動等その他の地区状況)

市町村別エリア
留萌振興局管内（留萌・増毛・羽幌・初山別・遠別・天塩）

地　区　状　況　報　告

協 同 組 合 名 留萌地方生コンクリート協同組合

組　合　員 (稼働工場数　　　　5工場)

4
アウト企業及び工場名

(協同組合未加入)

今年度における協組の需要見通し(現時点での)
(2025年４月～2026年３月)

36,000㎥

2024年4月～2025年3月迄の協組出荷実績数量 34,459㎥

(a)実施中

 文言の定義＝今年度に新規の集約化が決定され、今年度に実施、または実施に向けて進行中である。

(具体的内容)

(b)検討中

 文言の定義＝今年度または新年度以降に向けて、新規の集約化について検討中である。

(実施予定時期及び内容)

(c)未検討

文言の定義＝前年度以前に集約化を実施し、更なる集約化の必要性を認識しているが、現状においては新規の集約化について検討をしていない。

(具体的理由)

(d)集約化済

 文言の定義＝集約化は終了しており、これ以上の集約の必要がない。

(特記事項)
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